研究テーマ：
「徳富蘇峰についての研究―中国の認識と背景を中心として―」

研究計画：

近代日本と中国との関係は最もの変化が、日本は中国の朝貢形式に違い、東アジア国際関係を構築する。日本が西洋化と兵器革新として、東アジア伝統的な朝貢形式を行う中国を戦勝した。アジアンの辺境国家より、アジアに大きな国になった。その上、第一世界大戦以後、世界先進国に目指した。日本向けの国家制度を立て直すのは、各思想の準備することを頼る。その思想は、江戸時代の神道思想と国学思想を参照し、幕末から西方国家に対する危機意識である。他は、日本社会が西洋化による変化と明治政府のナショナリズムである。「日本」の自己認識をはじめ、対中国の関係も考え直した。中国というイメージは江戸時代から、文化の輸入国と貿易対象で、明治時代に封建と落後国を転変、挑戦できるといえる。むしろ、開化させるべきの対象という。これらは日本ナショナリズムの発展に大きな影響がある。日本は中国を手本とし、朝貢形式で行われている国から、朝貢形式に挑戦し、西洋から様々を学び、世界強国になった。東アジア国際体制という関係を転化した。更に、大東亜戦争に日米の戦闘で、日本は敗れた。これら、約百年の過程に、徳富蘇峰は近代日本ナショナリズムとしての言論者で、近代日本歴史について、重要な検証者の一人である。
徳富蘇峰(1863-1957)の本名は猪一郎、日本で明治から昭和にかけて活躍したジャーナリスト、評論家。明治十九年、徳富蘇峰は二十三歳で、評論『将来の日本』を著して華々しく論壇にデビューした。長年で新聞評論家として執筆し、明治維新から第二世界大戦まで、六十年間の歴史を検証した。また、昭和27年には55才から35年の歳月をかけて著した超大作「近世日本国民史」百巻を完成させた。若き徳富蘇峰は、こうして最初の最初からキリスト教・自由主義・市民主義をミックスしながら急進的に語るというスタイルをもっていた。だから最初は「自由民権派」だったのである。日清戦争後の三国干渉を機に、平民主義から転じ、軍備の必要を唱え、富国強兵、国家主義を唱道し、近代日本のナショナリズムとしての代表人物と認められる。
　明治から昭和の間、近代日本には、個々の思想家と評論家について研究の値がある。
その中には、徳富蘇峰は明治、大正、昭和時期にかけて活躍したジャーナリスト、評論家。徳富蘇峰は上京して民友社を結成し平民主義を主張する月刊誌『国民之友』を主宰した。1888（明治19）-1889年（明治22）には大同団結運動支援の論陣を張った。また1890年（明治23）には『國民新聞』を発刊。
最初、徳富蘇峰は「自由民権派」だったのである。日清戦争後の三国干渉を機に、平民主義から転じ、軍備の必要を唱え、富国強兵、国家主義を唱道した。彼の「大日本膨張論」をはじめとする論調が国家主義的で皇室中心主義的な言論の連打であったことをあげ、「蘇峰には迎合や勇み足が目立ちすぎる」というふうに見る。他の評論家によると、徳富蘇峰は平民主義から転じ、国家主義の側面を強く出すようになったことが、民権運動を裏切ると指摘する。が、我々は単なる西方自由主義思想の視点ではなく、公民共和主義の立場に見ると、徳富蘇峰は自らの思想に一貫性がある。
徳富蘇峰のナショナリズムは、江戸時代から日本は中国に対するイメージである。
一方で、明治時代の「亜細亜主義（亜細亜モンロー）」に影響される。亜細亜主義とは、19世紀後半に活発となった欧米諸国のアジア進出に対抗する方策として展開された日本とアジアの関係や、アジアの在り方についての思想ないし運動の総称である。それ故、日本はアジアでの各国に最も帝国主義を対抗すべきである。が、この頃の日本に対して、中国との関係にめぐる諸問題を争う。中国は欧米列強からの侵略が抵抗できず。しかも中国と日本の関係は切っても切れないで、中国と共に協力で、西方からの侵略を阻止すべきであろう。

当代と後代の評論家によって、徳富蘇峰の中国認識と中国に対する立場は何回も考え直す、日清戦争、第一世界大戦、大正デモクラシー、昭和初年の政治闘争、第二世界大戦までも、思想的に転回した。
本研究は徳富蘇峰の政治論述を通じて、時間を分けて分析、徳富蘇峰についての中国認識と背景を究明する。日本ナショナリズムとしての重要人物について、様々な資料を整理、近代日本時代変化の問題意識を調べよう。中国の認識に如何な思想を決択するのか。近代日本の国際地位に大きな変わりは、東アジア国際関係を展開すること。
伝統的な東アジア国際関係研究者は、現実主義か歴史社会学で分析し、探究する方法が多い。が、こうな方法で日本の主体性とナショナリズムの展開の詳細な内容が論述できない。
研究方法：
本研究は日本ナショナリズムとして先駆者－徳富蘇峰の作品と論述で、中国認識に関する部分を研究し、日本ナショナリズムの発展を究明する。その上、日本は如何やって中国を手本とし、自己認識を立て直すことを説明する。日本はアジアを通じて、西方各国からの挑戦が正面に戦う。本研究も「亜細亜主義」が日本に影響することを説明できる。
本研究、徳富蘇峰の中国認識に三つを分けて
一、徳富蘇峰の個人面：徳富蘇峰の生涯背景、成長経歴、社会運動、ジャーナリストと政治の経験。

二、近代日本の発展と国際者との交流：日本明治維新から第二世界大戦までの国内

発展や、日本は国際体制の地位変化や、近代日中関係の発展すること。
三、日本と中国のインテリ：江戸時代から明治時代までの間、インテリ達の中国認

識。徳富蘇峰は自らの中国認識とインテリ達の関係。
徳富蘇峰の個人面は、生涯背景に三つの時期を分ける。まずは徳富蘇峰の成長と民権運動、時期の流れは生まれから三国干渉までである。そして、ジャーナリストとしての生涯、時期の流れは三国干渉から満州事変前まで、徳富蘇峰が国民新聞社を退社した。最後、徳富蘇峰の政治運動、時期の流れは満州事変から逝去までである。
三つの時期を分けて、徳富蘇峰の生涯と転折点から分析できる。一方、明治、大正、昭和の時代流れを感じる。読者にとって、簡単に徳富蘇峰の生涯を読むことができる。
その他、徳富蘇峰の思想上、四つを分けたいと思う。政治参加の平民主義と民権思想や、国際面の「大日本膨張論」や、国体論の国家主義的で皇室中心主義的な言論や、社会進化論に主張した。

徳富蘇峰の中国認識は、本研究の中国というイメージ以外、中古時期の日本知識界における中国の伝統性を討論、明治大正時代の思想家が中国に対するイメージを説明したいと思う。更に、徳富蘇峰の「変節」問題について、自分の考えを言う。

研究貢献：
今日、台湾と近代日本は近い点がある。欧米文明と中華文化の間に、中国の文化を認めることや政治感覚を通じて、自己認識を確立する。徳富蘇峰にとって、大きな原意は世界情勢の変化と列強の侵略で、彼の思想を変わった。これは時代思潮の変遷であろうか。もっと深い意味は日本は現代国家になった時、自己定位を難解する課題である。そういうと、日本は西欧化が進められた新興国家であるか。あるいは、ヨーロッパに対立するアジア国家か。これらも、日本思想界には、二つの視点を持って考える。一つは世界の視点で、もう一つはアジアの視点である。今の台湾も同じ場合がある。近代日本における自己定位について研究は、同じに台湾の自己定位を研究できる。これも台湾、今まで探す課題である。
本研究は徳富蘇峰の生涯経歴、思想を通じて、近代日本の国際関係と政治発展のインテリは日本と中国について如何考えるか。徳富蘇峰は如何やって、中国を認識するのかということは研究の枠である。個人経歴で、「平民主義の民権運動」、「ジャーナリストの時」、「政治参加」三つを分けて分析する。徳富蘇峰の思想による、平民主義、国家主義、国体論、文明論四つを分けて研究したいと思う。
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